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以上の企業集団の状況について事業系統図を示すと次のとおりであります。

　　　

※デンカ生研㈱は、株式をジャスダックに上場しております。



経 営 方 針

１． 経営の基本方針

当社グループでは、青海工場の石灰石原石山や水力を中心とした低コスト自家発電設備

などの保有資源と有機、無機、セメントにわたる幅広い技術蓄積とを最大限に活用した

“特色と存在感のある化学メーカー”をあるべき姿と考え、より優良なる専門化学会社

を目指して、収益の長棄h985大rﾆ持続的成長に取り組んでおります。

  また、環境の保全と�91Sの確保は経営の重要課題と認識し、レスポンシブル・ケア活

動を積極的に推進し、化学物質の体重漣ﾒｽﾋ�ﾇの編境にｻ拒ﾌ保コﾋ�ｳBﾆｯﾈ質編ﾒｽﾋ�閧陜
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経営成績及び財政状態

１．当上半期の概況

当上半期におけるわが国経済は、情報技術関連産業を中心に生産水準が回復しましたこ









連結損益計算書

















セ  グ  メ  ン  ト  情  報
（当中間期：自平成１４年４月１日  至平成１４年９月３０日）

（前中間期：自平成１３年４月１日  至平成１３年９月３０日）

１． 事業の種類別セグメント情報                                         （単位：百万円）

当 中 間 期  

石油化学

 事  業
機能製品

 事  業
ｾﾒﾝﾄ・

建材事業

 医薬

 事 業

その他

 事 業
計

消去又は

全社

連  結

Ⅰ.売上高及び営業損益

(1) 外部顧客に対する

 売上高

(2) セグメント間の内部
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